
いつの間にか今年も終わりますね。何かと気ぜわしい12月ですが、
みなさま、いかがお過ごしですか？みなさんの事業所でも大掃除や忘年会など、
やり残しがないか、新年を迎える準備をされていることと思います。
さて、三島市介護支援専門員連絡協議会でも、3月いっぱいの年度末までの研修は準備万端！
年度末まで走り抜けますから、乗り遅れないようにしてくださいね！！

◆研修報告研修報告
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10月は『いぬじゅん先生』をお呼びして倫理と接遇力
について講演していただきました！
三島市だけではなく近隣の市町のケアマネさんや相談員
さん総勢150名が集まり、楽しい時間を過ごしました。
とても気さくでユニークな、いぬじゅん先生でした！

11月には三島市医師会訪問
看護ステーション所長：
眞野氏を迎えACPについてワイワイみんなで話をしました。
研修というとドキドキしちゃう方も、ざっくばらんに話をする
ことが出来たのではないでしょうか？
ああいう、ゆるい研修もアリですよね！
今年度の研修はあと2回。
また、会場でみなさんにお会いできるのを楽しみにしてます！

実務研修受講試験に合格した人材がケアマネジャーの仕事に就かない
要因は、処遇改善加算のないことによる介護職員との賃金の逆転現象です。
ケアマネジャー不足による介護難民問題も待ったなしです。
厚生労働省は今月2日に大筋でまとめた検討会の「中間整理」を報告。
10年以内にはケアマネジャーの担い手が激減することが見込まれる中で、
就労継続支援として「他産業・同業他職種に見劣りしない処遇を確保する」
新規入職促進に向け「新たな資格の追加・実務経験年数の見直し」
などが明記されました。ケアマネジャーが専門性を生かし、
個々の利用者に対するケアマネジメント業務に
注力するための負担軽減等の環境整備、
いわゆるシャドーワークに関して、
ケアマネジャーに丸投げせず
地域課題として支援が途切れない
体制づくりを地域ごとに協議するよう
促す方針も示されました。

居宅介護支援に処遇改善加算を！！
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◆ 次回の研修会のおしらせ

急に寒くなって体がついていきません。
　　　　　　　　　　年ですよね…みなさんもお体
　　　　　　　　　　ご自愛くださいませ。
　　　　　　　　　　乾燥注意、保湿は大事！
　　　　　　　　　　コタツとみかんはマスト！
　　　　　　　　　　で、お願いします♪

2月12日(水)北上文化プラザ
「私たちケアマネジャーの安心・安全のための取組み
　　　　　　　　　-本来の自分らしさを取り戻す-」

3月12日(水)三島市生涯学習センター3階講義室
「障がい者など複合的な課題のある事例研究」
を、予定しております。
いづれも、集合研修のみ
13：30～15：30です！
奮ってご参加くださいね！

三島市は周辺の市町より、比較的ケアマネの
不足感は少ないと感じる方もおられる様ですが、
全国的なケアマネ不足を背景に、
ケアマネ資格の周辺に変化が起こりつつあります
厚生労働省は11月7日に開催した検討会で、
「一定の資格を有し、様々な経験を有する人の
参入を認めることは、多様な背景を持つケアマネ
ジャーの獲得につながる」とし、受験資格の拡大
や「法定研修などによる質の担保を図りつつ、
一定の要件を満たす場合に見直す」と受験資格の
5年の実務経験の短縮の案を示しました。
詳細は今後詰められるとの事です。

また、令和6年のケアマネ試験の静岡県の合格率
は32.9％と近年では高い水準となっています。
合格者のうち、実際にケアマネジャーとして
就労の意向があるのは3分の1程度とのことです。
今後の動向に注目ですね。
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